
項 Ｎ０ 意見・質問等 回答等 担当課

44 16-③

【リプロダクティブ・ヘルス/ライツ】
資料（子育て支援課のライフプラン研修資料）に
ついて
①「いま、あなたはどんな将来を思い描いていま
すか」というシートの「こども　いるorいらない」とい
う記載は「いるorいない」のほうがよいのではない
か。

②「結婚して子どもを持ちましょう」という前提に
立ってしまっているのではないか、妊娠適齢期が
あることを強調していることが、「若いうちに子ども
を産みましょう」という働きかけになってしまう恐れ
があり、リプロダクティブライツの考え方から外れ
てしまうのではないか。

この事業については、不妊・不育症で悩む家族が増加して
いる現状において、女性が出産することが前提ではなく今
後の人生の選択肢として出産することを望むのであれば、
将来後悔しないよう妊娠・出産には「妊娠適齢期」という年
齢の壁があることを若い世代に周知するためのものです。
研修資料について修正はしません。
審議会からご意見等いただき、事業担当者と協議しました
が、本事業と合致するものではないと考え、今後につきまし
ては「ライフプラン事業」について削除をお願いしたいと思い
ます。
→審議会の席上、リプロの取組として紹介させていただきま
したが、子育て支援課担当者の見解とすると、本事業と合
致する事業ではないと回答あり。

子育て支援課

56 22

【デートＤＶミニ講座】
①中学校３年間のうち１回は講座を受講できるよ
うに働きかけることはできないか。

②保健体育の授業の一環として取り入れてはどう
か。性教育（エイズ等）と絡めてもよいのではない
か。

③中学生からとったアンケートの結果を教育委員
会に資料として提供してはどうか。

・９月５日（水）に、斎藤会長より教育長へ要望書を提出し
た。
※要望内容
１　デートＤＶミニ講座の開催について
毎年、市内各中学校において講座が開催できるよう指導を
お願いします。
２　デートＤＶミニ講座の受講について
受講者の学年は問いませんが、できれば中学３年生を対象
とし、中学３年間のうちで必ず一回は受講できるようお願い
します。

・要望書提出の際、アンケート結果も一緒に教育委員会へ
提供した。

・１０月３日（水）の校長会議で、男女共同参画センター所長
が、講座開催の趣旨や実績等を紹介し、改めて開催につい
て依頼した。併せて、青少年課長からも開催を依頼。

男女共同参画センター

78 32-①

【職員同士の意見交換会】
①参加人数が募集人数を上回っているように見
えるが、１回あたりの参加人数と実際の応募人数
を教えてほしい。

②募集人数がもっと多くてもよいのではないか。
できるだけたくさんの女性職員が参加できるよう
になるのはよいこと。

①参加人数は各１６名。15名程度の募集をかけながら、年
齢等のバランスをみて直接声かけも行い、参加者を募って
いる。なお、応募多数による人数制限をしたことはない。

②女性管理職を囲む座談会形式で開催しているため、15名
程度が適当と思われる。

職員課

88 35-①

【ＰＴＡ・子ども育成会活動】
「ＰＴＡ会長を含めた本部役員の構成員を見てみ
ますと、男女ほぼ均等に役割を担っているので、
子供達に偏った役割分担意識を持たせるような
恐れはないと考えます。」と担当課から回答をい
ただいたが、そうは思わない。
ＰＴＡ会長は男性が８割を占めており、行事等でス
ピーチするのはＰＴＡ会長や校長であることから
「長というのは男性の仕事」というイメージを子ど
もに植え付けてしまう恐れが大きい。教育委員会
からの人選に関する働きかけが難しいとしても、
認識を変えてほしい。

各校ＰＴＡで本部役員を選出する際、男女平等に役割を分
担できるよう、小中特別支援学校のＰＴＡ会長が集まる会議
等で、教育委員会事務局から働きかけていきたいと思いま
す。

学校教育課

130 51-②

【父親の参加促進】
①「ひよこクラス」は母親のみ対象とのことだが、
年１２回開催されているので、そのうち何回かを
「お父さんのためのひよこクラス」として開催でき
ないか。お父さんたちがグループになれる場所を
積極的に提供してほしい。

②教室等開催時に男性保育士のお手伝いをお
願いし、参加募集の際、「男性保育士もおります
のでお気軽にご参加ください」等記載することで、
お父さんも参加しやすくなるのではないか。

①ひよこクラスは母親どおしの育児交流等を目的に開催し
ています。教室開催時に授乳されることもありプライバシー
配慮のため男性の参加はお断りしています。男性参加の教
室は考えておりません。
②繰り返しになりますが、離乳食講習会では、その申込み
において母親以外（祖父母や父親等）の参加の確認を行い
実施において受け入れ体制を取っています。今後は、すこ
やか健康教室の案内に、父親の参加を促すような文章を盛
り込むことを検討し、いただいたご意見を参考にさせていた
だきます。

子育て支援課

132 51-③

【子育て井戸端会議】
市立幼稚園で開催されているが、市立幼稚園は
３つしかないので、広がりに欠けるように思う。こ
れを私立の幼稚園・保育園・子ども園に広げてい
くことはできないか。

これまでに、市立幼稚園の他に、公民館からの依頼を受け
て、公民館に出向いて子育て井戸端会議を実施している。
　保育所、認定こども園などからの依頼では、参加人数が
多く、幼児教育充実指針冊子「めぶく」（＊）にかかわる子育
てについての講話を行った。
　保護者が、冊子めぶくについて考える機会となるよう、各
園所からの依頼に応じていきたいと考える。

＊→前橋のすべての幼児を育てるために必要な、基本的な
考えや体験してほしいことを等を示した冊子

総合教育プラザ
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